
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘す
るものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想で
あり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完
全性を保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者お
よび許諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

2015年2月25日 

（No.2,079）〈マーケットレポートNo.4,046〉 

2015年02月03日 オーストラリアの金融政策（2015年2月） 
2015年01月27日最近の指標から見る豪州経済（2015年1月） 
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■昨年12月の小売売上高は、伸び率が大きく低下
しましたが、先行性のある消費者信頼感指数が、
低金利政策やガソリン価格の低下などから上昇
しているため、今後の消費の改善が期待されま
す。 

■住宅建設許可件数が増加傾向にあるなど、住宅
市場は拡大基調にあります。緩和的な金融環境
が住宅市場を支え、堅調な推移が見込まれます。 

■輸出は、資源価格に下げ止まりの兆しが見られ
ことや中国向け鉄鉱石の輸出が増加しているこ
となどから、底入れ感が出ています。 

消費が下支えし景気は底堅い推移へ 
最近の指標から見る豪州経済（2015年2月） 

■賃金上昇率の伸び悩みや原油・資源価格の下   
落により、物価上昇率は低下基調にあります。 

■豪州準備銀行（RBA）は、今月3日の金融政策決
定会合で約1年半ぶりの利下げを決定しました。
足元でさらにインフレ圧力が弱まっているため、
追加利下げの観測が強まっています。 

■消費は、昨年と比べやや勢いを欠きながらも低
金利政策やガソリン価格の低下による購買力の
向上により、底堅い推移が見込まれます。 

■物価上昇率の低下から、RBAは追加利下げを実
施するとの見方が強まっています。ただし、景気
が底堅く推移すると見込まれることから、利下げ
は小幅にとどまると思われます。 

消費者信頼感が改善 

住宅市場は拡大基調 

物価上昇率は低下 

追加利下げ観測が強まる 

低金利政策などが消費を下支えし景気は底堅く推移 

■日本などと比較して高い金利水準が維持される
見込みであり、また、日銀の金融緩和は当面続く
と見られることから、豪ドルは対円で底堅く推移
すると見込まれます。 

■底堅い景気を背景とした企業収益の拡大に加え
て配当利回りの高さなどから、株式やリートは上
昇基調が続くことが期待されます。 

（注）小売売上高は2012年12月～2014年12月。 
   消費者信頼感指数は2012年12月～2015年2月。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

（注）データは2011年10-12月期～2014年10-12月期。 

（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1242359_1951.html
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